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バス・路面電車「高知城前」で下車・徒歩3～5分高知県人権啓発センター
人権啓発マスコットキャラクター

ここるん

高知県立人権啓発センター
●

10.20
高知県立人権啓発センター 6階ホール 

14:00－16:00
※受付13:30～  

参加費無料｜定員100名（予約優先）

日
●申込方法
電話、FAX、申込フォーム
（QRコードまたはホームページ）
などでお申し込みください。

（公財）高知県人権啓発センター
〒780-0870  高知市本町4丁目1-37
TEL: 088-821-4681　FAX: 088-821-4440
E-MAIL: center@kochi-jinken.or.jp
月～金  8:30~17:15（祝日を除く）

●申込・問合せ先

手話通訳あり

主催： （公財）高知県人権啓発センター・高知県
後援：高知県高等学校長協会

多様な
― LGBTQ+から
　社会を考える

の
あ
り
方
と
は
?

1991年岩手県生まれ宮城県育ち、高知県幡多郡大月町在住。
トランスジェンダー男性当事者。出生時は女性として戸籍に登録されるが、幼少期
から自身が一般的な男性／女性に当てはまらないことに違和感を感じながら過ご
す。その後、多様な性の存在を知り、19歳の時に友人や親へカミングアウト。改

名や治療などを経て、今は生活上男性として
暮らしている（法律の関係で戸籍上は女性）。
現在は宮城教育大学非常勤講師・日本学術振
興会特別研究員として研究や講演活動を行
い、研究では特に「トランスジェンダーの子
を持つ親の経験」に焦点を当てた調査を行っ
ている。
著書に『親子は生きづらいー“トランスジェ
ンダー”をめぐる家族の物語』 （金剛出版）、
「トランスジェンダーの子を持つ父親の『受
け容れ』をめぐる経験」（『家族社会学研究』
2024年36巻1号）など｡
●高知新聞「トランスジェンダーを生きる
　ー大月で暮らす『私』の物語」（2024年2月連載） 令和6年度人権啓発研修

第3回ハートフルセミナー

講演会

性
勝又栄政さん講師

かつまた てるまさ


